
学校番号 2004 

 

平成３１年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第３学年 

数研出版「Revised Big Dipper English 

Communication Ⅱ」 

美誠社「WIDE ANGLE Infinity Book 3」 

Z-KAI「速読英単語 必修編」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

まとまった長めの英語でも、少しずつ意味のかたまりを意識して読めるようになりましょう。授業や

予習を通して読むコツをつかんで、英語で読むことを楽しめるようになって下さい。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 3 学年】「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）、「英語表現Ⅱ」（２単位）、「英語理解」（２単位）、

「英語長文」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・自分自身の回

りで起きたこと

や経験したこと

などについて簡

単な英語で伝え

ることができ

る。 

・自分自身のこ

とや自分の思い

を相手の伝える

ことができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

英表Ⅱ 

長文読解 

・定期考査 

・スピーキン

グテスト 

・自分のことや地域

のことなどについ

て、簡単な英語を用

いて文章を書くこと

ができる。 

・まとまりのある文

章で自分の思いを英

語を用いて書くとが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

英表Ⅱ 

長文読解 

英語理解Ⅱ 

・定期考査 

・日常の事柄につ

いて内容を理

解することが

できる。 

・様々な内容の英

語をゆっくり

はっきり話さ

れれば、自分

に必要な情報

を聞きとるこ

とができる。 

 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

英表Ⅱ 

長文読解 

英語理解Ⅱ 

・定期考査 

・リスニング

テスト 

 

・簡単な語や表

現を用いて書

かれた文章を

理解する事が

できる。 

・１００語程度

の文章を黙読

して要点を理

解し適切に音

読することが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

英表Ⅱ 

長文読解 

英語理解Ⅱ 

・定期考査 

 

３ 学習の評価 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動

を行い、コミュニケーショ

ンを図ろうとする。 

英語で話したり、書いたりし

て、情報や考えなどを適切に

伝えている。 

英語を聞いたり読んだりし

て、情報や考えなどを的確に

理解している。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、言語の背景にある文化な

どを理解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Big Dipper 

 

Lesson 7 

（９時間） 

 

 

東日本大震災によ

る宮城県の牡蠣養

殖産業の打撃に対

する「フランスお返

しプロジェクト」に

ついての経緯とそ

の概要について学

ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 
・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けることが

できる。 
・理解できないこと

や未知の語句があ

っても、推測する

などして読み続け

られる。 
 

ワークシートを用

いて本文の概要を

把握する。 

・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けている。 
・理解できないこと

や未知の語句があ

っても、推測する

などして読み続け

ている。 

ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」R・L 

意味内容が聞き手

に伝わるように音

読できる。 
 

様々な形態での音

読活動を行う。 
意味内容が聞き手

に伝わるように音

読している。 

・ペアでの言語活動

を観察する 

「外国語理解の能力」R 

説明、評論、物語、

随筆などについて、

速読したり精読し

たりするなど目的

に応じた読み方を

できる。 
 

ワークシートを用

いて本文の概要を

スキミングする。 

説明、評論、物語、

随筆などについて、

速読したり精読し

たりするなど目的

に応じた読み方を

している。 
 

ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・段落におけるトピ

ック・センテンス

の働きについての

知識を身に付けら

れる。 
・未知の語の推測の

仕方を理解する。 
・＜as if +S’ 仮定法

>や＜ as S were 
to~>の表現につい

て理解できる。 
 

・ワークシートを用

いて本文の概要を

把握する。 
・本文で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 
 

・段落におけるトピ

ック・センテンス

の働きについての

知識を身に付けて

いる。 
・未知の語の推測の

仕方を理解してい

る。 
・＜as if +S’ 仮定法

>や＜ as S were 
to~>の表現につい

て理解している。 
 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 
 
・言語の使用場面と

働きを意識した定

期考査の筆記テス

トにおいて、知識

が身についている

かを判断する。 

 

Big Dipper 

 

 

Lesson 8 

（９時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単元 

 

 

「もったいない」を

文字通りに捉えず

に、環境問題を科学

的に理解してから

行動する大切さに

ついて学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

題材内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 
・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けることが

できる。 
・授業を通して学ん

だことや、学校や

家庭などにおける

日常生活の中で学

んだり経験したり

したことを積極的

に活用して書くこ

とができる。 

一般的に「環境に良

い」と思われている

ことについて、本当

に環境に良いのか

を調べて、ワークシ

ートに書く。 

・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けている。 
・授業を通して学ん

だことや、学校や

家庭などにおける

日常生活の中で学

んだり経験したり

したことを積極的

に活用して書いて

いる。 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 
 

「外国語表現の能力」W 

トピック・センテン

スやキーワードを

適切に用いて、論理

の明確な文章を書

くことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

単元の目標 

一般的に「環境に良

い」と思われている

ことについて、本当

に環境に良いのか

を調べて、ワークシ

ートに書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

トピック・センテン

スやキーワードを

適切に用いて、論理

の明確な文章を書

いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の評価規準 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 
・定期テストの筆記

テストにおいて、

英文を適切に書

けているかを判

断する。 
 
 
 
 
 
 



(配当時間) 主な学習内容  評価方法 

 

Big Dipper 

 

Lesson 8 

（９時間） 

 

 

 「外国語理解の能力」R・S 

読んだ内容につい

ての賛否や簡単な

感動を述べること

が出来るように、内

容を読み取ること

ができる。 

「環境に良い」と思

われていることと

その実際をワーク

シートにまとめ、ペ

アで意見交換をす

る。 

読んだ内容につい

ての賛否や簡単な

感動を述べること

が出来るように、批

判的に読んでいる。 

ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・正しい語順や語法

を用いて文を構成

する知識を身に付

けられる。 
・進行形の受動態、

現在完了進行形、

過去完了進行形、

形式目的語や主語

の省略について理

解できる。 

・一般的に「環境に

良い」と思われて

いることについ

て、本当に環境に

良いのかを調べ

て、ワークシート

に書く。 
・本文で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・正しい語順や語法

を用いて文を構成

する知識を身に付

けている。 
・進行形の受動態、

現在完了進行形、

過去完了進行形、

形式目的語や主語

の省略について理

解している。 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 
・言語の使用場面と

働きを意識した定

期考査の筆記テス

トにおいて、知識

が身についている

かを判断する。 

 

Big Dipper 

 

Lesson 9 

（１０時間） 

 

 

「勝つ」のみを目的

としない、スポーツ

におけるフェアプ

レーの定義と具体

例について学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 
・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けることが

できる。 
・間違うことを恐れ

ず、積極的に情報

や考えなどについ

て話せる。 

本文を読んで、「フ

ェアプレー」をすべ

きか、「勝つための

プレー」をすべき

か、グループで意見

を交換し、結論をだ

してワークシート

にまとめる。 

・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けている。 
・間違うことを恐れ

ず、積極的に情報

や考えなどにつ

いて話している。 

グループでの言語

活動を観察する。 
 

「外国語表現の能力」L・R・S 

聞いたり読んだり

したこと、学んだこ

とや経験したこと

に基づき、情報や考

えなどについて、話

し合って結論をま

とめることができ

る。 

本文を読んで、「フ

ェアプレー」をすべ

きか、「勝つための

プレー」をすべき

か、グループで意見

を交換し、結論をだ

してワークシート

にまとめる。 

聞いたり読んだり

したこと、学んだこ

とや経験したこと

に基づき、情報や考

えなどについて、話

し合って結論をま

とめている。 

ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」R・S 

読んだ内容につい

ての賛否や簡単な

感動を述べること

が出来るように、批

判的に読むことが

できる。 

本文を読んで、「フ

ェアプレー」をすべ

きか、「勝つための

プレー」を考え、ワ

ークシートにまと

める。 

読んだ内容につい

ての賛否や簡単な

感動を述べること

が出来るように、批

判的に読んでいる。 

ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

 

Big Dipper 

 

Lesson 10 

（１０時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元 

 

 

気候変動などによ

る未就学率の子ど

もの多いバングラ

デシュを救う「船上

学校」について学ぶ 

 

 

 

 

 

 

題材内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R・S 

・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けることが

できる。 
・授業を通して学ん

だことや、学校や

家庭などにおける

日常生活の中で学

んだり経験したり

したことを積極的

に活用して話すこ

とができる。 

逆境を強みに変え

た経験をワークシ

ートに書いてグル

ープで発表しあう。 

・予習や授業の準備

をし、積極的に授

業を受けている。 
・授業を通して学ん

だことや、学校や

家庭などにおける

日常生活の中で学

んだり経験したこ

とを積極的に活用

して話している。 

・グループでの言語

活動を観察する。 
・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」S・L 

発表等を聞いて、質

問したり意見を述

べたりできる。 
 
 
 
 
 

単元の目標 

逆境を強みに変え

た経験をワークシ

ートに書いてグル

ープで発表しあう。 
 
 
 
 

主な学習内容 

発表等を聞いて、質

問したり意見を述

べたりしている。 
 
 
 
 
 

単元の評価規準 

・グループでの言語

活動を観察する。 
・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 
 
 

評価方法 



(配当時間)  

 

Big Dipper 

 

Lesson 10 

（１０時間） 

 

 「外国語理解の能力」R 

説明、評論、物語、

随筆などについて、

速読したり精読し

たりするなど目的

に応じた読み方を

できる。 

ワークシートを用

いて本文の概要を

スキミングする。  
  

説明、評論、物語、

随筆などについて、

速読したり精読し

たりするなど目的

に応じた読み方を

している。 

ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料として

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」R・W 

・文と文、段落と段

落のつながりを示

す語やフレーズを

理解できる。 
・未来完了形や、 
＜SVC(C=that)＞
構造・無生物主語

をとる文を理解

できる。 

・逆境を強みに変え

た経験をワークシ

ートに書いてグル

ープで発表しあう 
・本文で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 
 

・文と文、段落と段

落のつながりを示

す語やフレーズを

理解している。 
・未来完了形や、 
＜SVC(C=that)＞
構造・無生物主語

をとる文を理解

している 

・ペアでの言語活動

を観察する。 
・言語の使用場面と

働きを意識した定

期考査の筆記テス

トにおいて、知識

が身についている

かを判断する。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson 1 

（3 時間） 

 

 

 

道案内に関する文

を読み、地図からそ

の場所を読み取る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 
間違うことを恐れ 
ず、積極的に情報や

考えなどについて

話せる。 

本文を読んで地図

の場所を指摘した

り、英語で道案内を

する。 

間違うことを恐れ 
ず、積極的に情報や 
考えなどについて 
話している。 

グループでの言語

活動を観察する。 
 

「外国語表現の能力」S 

簡単な道案内が英

語でできる。 
本文を読んで地図

の場所を指摘した

り、英語で道案内を

する。 

簡単な道案内が英

語でできている。 
グループでの言語

活動を観察する。 
 

「外国語理解の能力」R 

語句や表現、文法事

項などの知識を活

用し枚葉を的確に

読み取ることがで

きる。 

本文を読んで地図

の場所を指摘する。 
 
 
 
 
 
 

語句や表現、文法事

項などの知識を活

用し枚葉を的確に

読み取っている。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 
・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

現在時制の文を理

解し、否定文や疑問

文を書くことがで

きる。 
 

例文や練習問題で 

意味や用法を確認 

する。 

現在時制の文を理

解し、否定文や疑問

文を書いている。 
 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 
・言語の使用場面と

働きを意識した定

期考査の筆記テス

トにおいて、知識

が身についている

かを判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson 2 

（３時間） 

 

 
 

日本の文化に関す

る文を読み、日本

文化を紹介する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があって

も、推測するなどし

て読み続けることが

できる。 

日本の文化に関する

文を読んで、質問に

答える。 

理解できないことや 

未知の語があって

も、推測するなどし

て読み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」Ｓ 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

日本の文化に関する

文を読んで、日本の

文化を簡単な英語で

紹介する。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

ペアでの言語活動

を観察する。 

「外国語理解の能力」L R 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取

り組み状況を判

断材料として活

用する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、完了形を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、完了形を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取

り組み状況を判

断材料として活

用する。 

・言語の使用場面

と働きを意識し

た定期考査の筆

記テストにおい

て、知識が身に

ついている。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson 3 

（３時間） 

 

 
 

色が人間の心理に

与える効果につい

て学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があって

も、推測するなどし

て読み続けることが

できる。 

色が人間の心理に与

える効果について読

んで、質問に答える。 

理解できないことや 

未知の語があって

も、推測するなどし

て読み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

色が人間の心理に与

える効果について読

んで、任意の色に関

して情報を伝えられ

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

ペアでの言語活動

を観察する。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取

り組み状況を判

断材料として活

用する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、助動詞を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、助動詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取

り組み状況を判

断材料として活

用する。 

・言語の使用場面

と働きを意識し

た定期考査の筆

記テストにおい

て、知識が身に

ついている。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson 4 

（３時間） 

 

 
 

日本と海外の笑顔の

意味やタイミングの

違いについて学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

日本と海外の笑顔の

意味やタイミングの

違いに関する文を読

み、質問に答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

日本と海外の笑顔の

意味やタイミングの

違いに関する文を読

み、質問に答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、受動態を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、受動態を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

5-6 

（３時間） 

 

 
Lesson 5 

文を書くのに行き詰

った時の文の書き始

め方について学ぶ 

 
Lesson 6 

人の名前のつけかた

の文化ごとの違いに

ついて学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

文の書き方や人の名

前の付け方に関する

文を読んで、質問に答

える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

文の書き方や人の名

前の付け方に関する

文を読んで、質問に答

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、不定詞を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、不定詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson 7 

（３時間） 

 

 
 

宇宙が「黒く」見え

るのを例にして、人

がどのようにして物

を見るのかについて

学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

人がどのように物を

見るのかに関する文

を読んで、質問に答え

る。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」Ｓ 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

日本の文化に関する

文を読んで、日本の文

化を簡単な英語で紹

介する。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

ペアでの言語活動

を観察する。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、動名詞を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、動名詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson 8 

（３時間） 

 

 
 

猫の名前の付け方に

関する２人の老人の

会話文を読む 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

猫の名前の付け方に

関する会話を読んで、

質問に答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

猫の名前の付け方に

関する会話を読んで、

質問に答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、分詞を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、分詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

9-10 

（３時間） 

 

 
Lesson 9 

動物がどんな現場で

活躍をしているかに

ついて学ぶ 

 
Lesson 10 

フローレンス・ナイ

チンゲールの生涯に

ついて学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

動物の活躍の場とナ

イチンゲールに関す

る文を読んで、質問に

答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

動物の活躍の場とナ

イチンゲールに関す

る文を読んで、質問に

答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、関係詞使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、関係詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

11-12 

（６時間） 

 

 
Lesson 11 

世界の食料問題につ

いて学ぶ 

 
Lesson 12 

どのような建築物が

長く持つのかについ

て学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

食料問題や建築に関

する文を読んで、質問

に答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

食料問題や建築に関

する文を読んで、質問

に答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、比較表現を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、比較表現を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

9-10 

（６時間） 

 

 
Lesson 9 

動物がどんな現場で

活躍をしているかに

ついて学ぶ 

 
Lesson 10 

フローレンス・ナイ

チンゲールの生涯に

ついて学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

動物の活躍の場とナ

イチンゲールに関す

る文を読んで、質問に

答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

動物の活躍の場とナ

イチンゲールに関す

る文を読んで、質問に

答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、関係詞使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、関係詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

11-12 

（６時間） 

 

 
Lesson 11 

世界の食料問題につ

いて学ぶ 

 
Lesson 12 

どのような建築物が

長く持つのかについ

て学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

食料問題や建築に関

する文を読んで、質問

に答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

食料問題や建築に関

する文を読んで、質問

に答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、比較表現を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、比較表現を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

13-14 

（６時間） 

 

 
Lesson 13 

「お金」が存在する

ことのメリットとデ

メリットついて学ぶ 

 
Lesson 14 

潮力発電と波力発電

について学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

お金と潮力・波力発電

に関する文を読んで、

質問に答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

お金と潮力・波力発電

に関する文を読んで、

質問に答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、仮定法使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、仮定法を用い 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 

 

WIDE 

ANGLE  

Infinity 

Lesson  

13 

（３時間） 

 

 
 
Lesson 13 

ピアニストである

Ruth Eisenberg と 

Margaret Patrick 

がどのようにして世

界的に有名になった

のかを学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

理解できないことや

未知の語があっても、

推測するなどして読

み続けることができ

る。 

Ruth Eisenberg と 

Margaret Patrick に

関する文を読んで、質

問に答える。 

理解できないことや 

未知の語があっても、 

推測するなどして読 

み続けている。 

提出ノートの取り

組み状況を判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話す 

ことができる。 

Ruth Eisenberg と 
Margaret Patrick に

関する文を読んで、質

問に答える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して適切に話して 

いる。 

言語活動を観察す

る。 

「外国語理解の能力」LR 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

することができる。 

各レッスンのテーマ 

についての対話や説 

明を聞いたり読んだ 

りして、質問に答 

える。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活 

用して内容を的確に 

読んだり・聞いたり 

している。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・定期考査 

「言語や文化についての知識・理解」W 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、接続詞を使っ 

た文を組み立てるこ 

とができる。 

例文や練習問題で意 

味や用法を確認す 

る。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、接続詞を使っ 

た文を組み立ててい 

る。 

・提出ノートの取り

組み状況を判断

材料として活用

する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した

定期考査の筆記

テストにおいて、

知識が身につい

ている。 


